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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
！
１
日
限
り
の
姉
妹
日
和

シ
ス
タ
ー
デ
ー

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
７
０
８
Ｋ

【
作
者
名
】

　
ユ
ー
リ

【
あ
ら
す
じ
】

　
日
奈
森
亜
夢
は
星
名
歌
唄
の
頼
み
で
、
１
日
だ
け
妹
に
な
る
事
に
し
た
の
だ

が
・
・
・
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聖
夜
小
学
校

日
奈
森
亜
夢
は
、
い
つ
も
の
よ
う
に
授
業
を
終
え
て
帰
宅
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

日
奈
森
亜
夢

「
フ
ゥ
、
や
っ
と
終
わ
っ
た
・
・
・
」

亜
夢
は
校
門
に
向
か
う
。

亜
夢

「
あ
れ
？
誰
か
い
る
・
・
・
」

校
門
に
着
く
と
、
ピ
ン
ク
色
の
ボ
ウ
シ
を
か
ぶ
り
ラ
フ
な
格
好
を
し
た
少
女
が

亜
夢
を
待
っ
て
い
た
。

「
待
っ
て
た
わ
、
亜
夢
。
」

亜
夢

「
え
と
、
誰
？
」

「
ア
タ
シ
よ
、
ア
タ
シ
。
」

少
女
の
ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
、
イ
ル
と
エ
ル
が
出
て
来
た
。

イ
ル

「
よ
ぉ
！
」
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エ
ル

「
亜
夢
ち
ゃ
～
ん
。
」

亜
夢

「
っ
て
、
歌
唄
だ
っ
た
の
！
？
」

星
名
歌
唄

「
や
っ
と
気
づ
い
た
わ
ね
。
」

亜
夢

「
何
で
そ
ん
な
格
好
し
て
る
の
？
」

歌
唄

「
変
装
よ
、
変
装
。
ア
タ
シ
、
ア
イ
ド
ル
だ
か
ら
・
・
・
」

亜
夢

「
あ
ぁ
、
そ
う
・
・
・
で
、
今
日
は
何
し
に
来
た
の
？
」

歌
唄

「
話
は
何
か
食
べ
な
が
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。
」

亜
夢

「
そ
だ
ね
、
ラ
ー
メ
ン
で
良
い
？
」

歌
唄

「
良
い
わ
よ
。
」

亜
夢
と
歌
唄
は
、
歌
唄
の
行
き
つ
け
の
ラ
ー
メ
ン
屋
に
向
か
っ
た
。
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亜
夢
と
歌
唄
は
、
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
て
い
る
。

亜
夢

「
お
い
し
い
～
！
」

歌
唄

「
で
し
ょ
？
」

亜
夢

「
で
、
話
っ
て
何
な
の
？
」

歌
唄

「
今
日
は
仕
事
が
休
み
だ
か
ら
、
あ
な
た
に
会
い
た
か
っ
た
の
が
１
つ
。
も
う

１
つ
は
・
・
・
今
日
１
日
だ
け
、
ア
タ
シ
の
妹
に
な
っ
て
ほ
し
い
の
！
！
」

亜
夢

「
え
え
！
妹
！
？
ま
た
何
で
？
」

歌
唄

「
ア
タ
シ
、
亜
夢
み
た
い
に
妹
が
い
な
く
て
・
・
・
幾
斗
は
兄
だ
し
、
唯
世
は

弟
み
た
い
な
も
の
だ
し
・
・
・
妹
が
い
る
亜
夢
が
羨
ま
し
い
の
・
・
・
」

亜
夢

「
わ
か
っ
た
、
そ
う
い
う
事
な
ら
ア
タ
シ
が
今
日
１
日
妹
に
な
っ
て
あ
げ
る
！
」

歌
唄

「
あ
り
が
と
う
！
じ
ゃ
あ
、
早
速
事
務
所
に
行
き
ま
し
ょ
！
」
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亜
夢
と
歌
唄
は
勘
定
を
済
ま
せ
る
と
、
歌
唄
の
所
属
す
る
事
務
所
に
向
か
っ
た
。

三
条
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

歌
唄

「
わ
ぁ
、
似
合
っ
て
る
わ
亜
夢
！
」

亜
夢

「
そ
、
そ
う
か
な
？
」

亜
夢
は
今
、
エ
ク
ス
テ
を
つ
け
て
歌
唄
と
同
じ
髪
型
に
な
っ
て
い
る
。

歌
唄

「
う
ん
！
ま
る
で
双
子
み
た
い
。
こ
う
い
う
妹
も
何
か
良
い
な
ぁ
。
」

亜
夢

「
そ
う
言
わ
れ
る
と
嬉
し
い
よ
。
次
は
ど
こ
に
行
く
？
」

歌
唄

「
デ
パ
ー
ト
な
ん
か
ど
う
？
プ
リ
ク
ラ
も
撮
り
た
い
し
、
何
か
甘
い
物
で
も
食

べ
ま
し
ょ
う
よ
！
」

亜
夢

「
良
い
ね
、
行
こ
！
」



6

亜
夢
と
歌
唄
は
、
デ
パ
ー
ト
へ
と
向
か
っ
た
。

亜
夢
と
歌
唄
は
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
買
っ
て
食
べ
て
い
た
。

亜
夢

「
甘
く
て
お
い
し
い
～
♪
」

歌
唄

「
亜
夢
は
イ
チ
ゴ
味
な
の
ね
。
ア
タ
シ
は
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
味
が
好
き
な
の
。
」

亜
夢

「
歌
唄
の
も
少
し
ち
ょ
う
だ
い
！
」

歌
唄

「
い
、
良
い
け
ど
・
・
・
亜
夢
の
も
ち
ょ
う
だ
い
よ
？
」

亜
夢

「
良
い
よ
！
」

亜
夢
と
歌
唄
は
、
仲
良
く
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
合
っ
て
い
る
。

歌
唄

「
（
あ
、
亜
夢
と
間
接
キ
ス
だ
よ
・
・
・
）
」

歌
唄
は
少
し
頬
を
染
め
て
い
た
。
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亜
夢

「
次
は
プ
リ
ク
ラ
撮
る
？
」

歌
唄

「
そ
う
ね
。
」

亜
夢
と
歌
唄
は
プ
リ
ク
ラ
を
撮
り
に
行
っ
た
。

亜
夢

「
良
い
写
真
が
撮
れ
た
ね
。
」

歌
唄

「
え
え
。
亜
夢
、
ア
タ
シ
ま
だ
買
い
た
い
物
が
あ
る
か
ら
。
」

亜
夢

「
じ
ゃ
あ
、
ア
タ
シ
先
に
事
務
所
に
行
っ
て
る
ね
。
」

亜
夢
は
走
っ
て
行
く
。

歌
唄
も
買
い
物
に
向
か
っ
た
。

し
か
し
こ
の
時
歌
唄
は
気
づ
か
な
か
っ
た
。

亜
夢
の
カ
バ
ン
と
自
分
の
カ
バ
ン
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
た
事
に
・
・
・
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亜
夢

「
～
♪
」

亜
夢
は
楽
し
そ
う
に
走
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
彼
女
を
、
遠
巻
き
に
見
て
い
る
怪
し
い
３
人
組
が
い
た
。

「
見
つ
け
た
、
星
名
歌
唄
だ
。
」

「
少
し
髪
の
色
が
違
わ
ね
ぇ
か
？
」

「
ど
う
せ
一
時
的
に
髪
を
染
め
て
る
ん
だ
ろ
。
先
回
り
す
る
ぞ
。
」

亜
夢
は
事
務
所
へ
の
近
道
と
な
る
路
地
裏
を
通
っ
て
い
る
。

亜
夢

「
（
歌
唄
に
も
カ
ワ
イ
イ
一
面
が
あ
る
ん
だ
な
ぁ
。
）
」

亜
夢
は
そ
ん
な
事
を
思
い
な
が
ら
歩
い
て
い
た
た
め
に
、
背
後
か
ら
近
づ
く
影

に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
次
の
瞬
間
・
・
・

ガ
シ
ッ
！
！

亜
夢

「
キ
ャ
ッ
！
？
」
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亜
夢
は
後
ろ
か
ら
影
に
羽
交
い
締
め
に
さ
れ
た
。

亜
夢

「
な
、
何
！
？
」

亜
夢
を
羽
交
い
締
め
に
し
た
影
は
、
素
早
く
ハ
ン
カ
チ
で
亜
夢
の
口
を
塞
ぐ
。

ガ
バ
ッ
！

亜
夢

「
う
っ
！
！
」

亜
夢
は
し
ば
ら
く
も
が
い
た
が
、
や
が
て
気
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
ク
ク
ク
・
・
・
」

影
は
亜
夢
を
背
中
に
背
負
う
と
、
そ
の
ま
ま
走
り
去
っ
た
。

そ
れ
か
ら
１
時
間
後
・
・
・

歌
唄

「
久
し
ぶ
り
に
色
々
買
い
す
ぎ
ち
ゃ
っ
た
な
ぁ
。
」

歌
唄
は
三
条
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
帰
っ
て
来
た
。

ガ
チ
ャ
！
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歌
唄
が
ド
ア
を
開
け
る
と
、
留
守
番
し
て
い
た
エ
ル
と
イ
ル
が
飛
ん
で
来
る
。

エ
ル

「
歌
唄
ち
ゃ
ん
！
」

イ
ル

「
無
事
だ
っ
た
の
か
！
」

歌
唄

「
無
事
っ
て
、
何
が
？
」

歌
唄
は
キ
ョ
ト
ン
と
し
て
い
る
。

イ
ル

「
さ
っ
き
事
務
所
に
か
か
っ
て
き
た
ん
だ
よ
！
『
あ
な
た
の
所
の
ア
イ
ド
ル
は

預
か
っ
た
』
っ
て
留
守
番
電
話
が
！
！
」

エ
ル

「
私
達
は
て
っ
き
り
、
歌
唄
ち
ゃ
ん
が
誘
拐
さ
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
・
・
・
」

歌
唄

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
・
・
・
そ
れ
っ
て
、
ま
さ
か
！
？
」

歌
唄
は
自
分
の
カ
バ
ン
を
見
よ
う
と
し
て
気
づ
い
た
。

亜
夢
の
カ
バ
ン
と
入
れ
替
わ
っ
て
い
た
事
に
。

歌
唄

「
た
、
大
変
・
・
・
誘
拐
さ
れ
た
の
は
ア
タ
シ
じ
ゃ
な
く
て
亜
夢
だ
わ
！
！
」
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イ
ル

「
何
だ
と
！
？
」

エ
ル

「
そ
う
い
え
ば
亜
夢
ち
ゃ
ん
、
歌
唄
ち
ゃ
ん
と
同
じ
髪
型
に
し
て
ま
し
た
よ
ね
・

・
・
」

歌
唄

「
ど
、
ど
う
し
よ
う
、
亜
夢
が
・
・
・
」

エ
ル

「
歌
唄
ち
ゃ
ん
、
亜
夢
ち
ゃ
ん
を
助
け
に
行
き
ま
し
ょ
う
！
！
」

歌
唄

「
え
え
！
ア
タ
シ
の
心
、
ア
ン
ロ
ッ
ク
・
・
・
キ
ャ
ラ
な
り
・
セ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

チ
ャ
ー
ム
！
！
」

歌
唄
は
エ
ル
と
キ
ャ
ラ
な
り
し
た
。

歌
唄

「
イ
ル
、
亜
夢
の
居
場
所
ど
こ
か
言
っ
て
た
？
」

イ
ル

「
確
か
北
聖
夜
の
廃
倉
庫
だ
っ
て
言
っ
て
た
な
。
」

歌
唄

「
廃
倉
庫
ね
。
待
っ
て
て
、
亜
夢
！
！
」

歌
唄
は
窓
か
ら
飛
び
出
し
て
行
っ
た
。
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北
聖
夜
廃
倉
庫

亜
夢

「
ん
・
・
・
」

亜
夢
は
う
っ
す
ら
と
目
を
開
け
た
。

亜
夢

「
ん
っ
、
ん
ん
っ
！
？
（
な
、
何
こ
れ
！
？
手
足
が
動
か
な
い
！
！
）
」

亜
夢
は
廃
倉
庫
の
中
に
監
禁
さ
れ
て
い
た
。

亜
夢
は
手
足
と
体
を
ロ
ー
プ
で
グ
ル
グ
ル
巻
き
に
縛
ら
れ
、
口
に
ガ
ム
テ
ー
プ

を
貼
ら
れ
て
い
る
。

亜
夢

「
ん
～
、
ん
～
！
！
」

亜
夢
は
ジ
タ
バ
タ
も
が
い
た
が
、
ロ
ー
プ
は
ビ
ク
と
も
し
な
い
。

亜
夢

「
う
ぅ
・
・
・
」

亜
夢
が
俯
い
て
い
る
と
、
３
人
組
の
男
達
が
中
に
入
っ
て
来
た
。
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「
お
、
目
が
覚
め
た
み
た
い
だ
ぜ
。
」

「
に
し
て
も
運
が
良
か
っ
た
で
す
よ
ね
、
兄
貴
！
星
名
歌
唄
が
１
人
で
歩
い
て

い
た
な
ん
て
。
」

「
あ
ぁ
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
し
て
必
ず
大
金
を
い
た
だ
く
ぜ
。
」

男
達
は
笑
っ
て
い
る
。

亜
夢
は
理
解
し
た
。

自
分
は
歌
唄
と
間
違
え
ら
れ
て
誘
拐
さ
れ
た
事
を
。

亜
夢

「
（
う
、
歌
唄
・
・
・
た
、
助
け
て
・
・
・
）
」

亜
夢
は
ガ
タ
ガ
タ
と
震
え
て
い
た
。

歌
唄
は
し
ば
ら
く
飛
ん
で
、
倉
庫
ら
し
き
場
所
に
着
い
た
。

歌
唄

「
こ
こ
ね
、
亜
夢
が
い
る
の
は
・
・
・
」

歌
唄
は
倉
庫
に
近
づ
く
と
、
思
い
っ
切
り
壁
を
蹴
っ
た
。

ド
ン
！
！



14

「
な
、
何
だ
？
」

「
オ
マ
エ
、
外
の
様
子
見
て
来
い
。
」

男
の
１
人
が
倉
庫
の
外
へ
と
出
る
。

し
ば
ら
く
し
て
、
男
が
倒
れ
る
音
が
響
い
た
。

ド
サ
ッ
！

「
！
？
」

倉
庫
の
中
に
歌
唄
が
入
っ
て
来
る
。

ザ
ッ
！

「
何
だ
オ
マ
エ
？
」

歌
唄

「
エ
ン
ジ
ェ
ル
ク
レ
イ
ド
ル
！
！
」

歌
唄
は
キ
レ
イ
な
歌
声
で
、
２
人
を
眠
ら
せ
た
。

「
ふ
ぁ
・
・
・
」

ド
サ
ッ
！

歌
唄

「
亜
夢
！
」
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歌
唄
は
亜
夢
に
駆
け
寄
り
、
拘
束
を
解
い
た
。

ゴ
ソ
ゴ
ソ
・
・
・

バ
サ
ッ
！

歌
唄

「
も
う
大
丈
夫
よ
。
」

亜
夢

「
う
・
・
・
歌
唄
～
っ
！
！
」

歌
唄

「
わ
っ
！
！
」

亜
夢
は
歌
唄
に
抱
き
つ
き
、
泣
き
出
し
た
。

亜
夢

「
ア
タ
シ
・
・
・
ア
タ
シ
・
・
・
と
て
も
怖
か
っ
た
よ
ぉ
・
・
・
」

歌
唄

「
ゴ
メ
ン
ね
、
怖
い
目
に
遭
わ
せ
て
・
・
・
」

歌
唄
は
亜
夢
を
優
し
く
抱
き
し
め
る
。

そ
の
後
、
亜
夢
と
歌
唄
は
男
達
を
拘
束
し
た
上
で
警
察
に
通
報
し
、
男
達
は
逮

捕
さ
れ
た
。

亜
夢
と
歌
唄
は
簡
単
な
事
情
聴
取
を
受
け
た
後
、
帰
路
に
つ
い
た
。
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日
奈
森
家

亜
夢
は
夜
、
ベ
ッ
ド
で
寝
て
い
た
。

隣
に
は
歌
唄
も
い
る
。

な
ぜ
歌
唄
が
い
る
の
か
と
い
う
と
、
せ
っ
か
く
だ
か
ら
泊
ま
っ
て
い
く
と
歌
唄

が
言
っ
た
か
ら
だ
。

亜
夢

「
歌
唄
、
今
日
は
助
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
」

歌
唄

「
困
っ
た
時
は
お
互
い
様
よ
。
」

亜
夢

「
あ
の
ね
、
歌
唄
。
」

歌
唄

「
ん
？
」

亜
夢

「
ア
タ
シ
ね
、
姉
が
欲
し
い
な
っ
て
思
う
時
が
あ
る
ん
だ
。
姉
が
い
れ
ば
、
妹

は
甘
え
ら
れ
る
で
し
ょ
？
」
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歌
唄

「
ア
タ
シ
で
良
い
な
ら
、
い
つ
で
も
な
っ
て
あ
げ
る
わ
よ
。
」

亜
夢

「
あ
り
が
と
、
歌
唄
。
大
好
き
！
」

亜
夢
は
歌
唄
の
方
に
向
く
と
、
ス
ヤ
ス
ヤ
と
寝
息
を
立
て
始
め
た
。

歌
唄

「
（
ア
タ
シ
も
大
好
き
よ
、
カ
ワ
イ
イ
妹
・
・
・
）
」

あ
む

歌
唄
も
亜
夢
の
方
に
向
く
と
、
眠
り
始
め
た
。

お
し
ま
い
♪



18

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

しゅごキャラ！１日限りの姉妹日和(シスターデー)

2010年11月16日11時29分発行

この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n9708k/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n9708k/

